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研究成果の概要（和文）：社会科学者としてのバークの全体像をできるだけ包括的に描き出すために、専門分野
や対象へのアプローチをそれぞれ異にする10名のバーク研究者が緊密な共同研究を進め、大まかに言って以下の
2種類の研究成果を得た。第1に、本プロジェクトのメンバー10名全員で『バーク読本――〈保守主義の父〉再考
のために――』（昭和堂、2017年8月）を執筆・出版し、わが国における「社会科学者としてのバーク」研究の
端緒を開いた。第2に、本プロジェクトの研究成果の国際発信を担当する中澤と桑島と佐藤が、英語での研究成
果を書籍の公刊、国際査読雑誌での論文公刊、国際学会での口頭発表などの形で残した。

研究成果の概要（英文）：This research project has produced the following deliverables, which will 
contribute towards facilitating the comprehensive understanding of Edmund Burke as a social 
scientist:(i) All the members of this project published the co-authored book titled A Companion to 
Edmund Burke: Reexamining the Founding Father of Conservatism (Showado, 2017; in Japanese).(ii) 
Nakazawa, Kuwajima and Sato, who were in charge of promoting the international distribution of the 
research results, delivered a number of refereed publications and presentations on the subject in 
question in English.

研究分野：経済学説・経済思想
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９(共通) 

１．研究開始当初の背景 

エドマンド・バーク(1729/30-97)は 18世紀

イギリスを代表する政治家・著述家の一人と

して、とりわけその徹底したフランス革命批

判によって「保守主義の父」として、広く知

られる。しかし、彼と交流のあった同時代人

アダム・スミスやデイヴィッド・ヒュームら

と比べると、社会科学者としてのバークの全

体像はいまだ判然としないのが実状である。

その理由として、バークの著作の大半が目ま

ぐるしく変転する多様な問題状況(時事問題)

への応答として準備された時論的な議会演

説原稿・公開書簡・パンフレットであること、

それらが哲学的・体系的著作という形で残さ

れていないことが、しばしば指摘される。だ

が、より本質的な理由は、バークの経済思想

および歴史叙述をめぐる研究の立ち遅れに

求められるべきではないか、というのが研究

代表者(応募者)の基本的立場である。 

研究代表者はこれまでスミスと並ぶ代表

的な古典派経済学者であるマルサスとの比

較を基軸として、バークの経済思想の特質と

意義の解明に取り組んできた。そして、バー

クの経済思想の道徳的性格と反市場原理的

性格を剔抉し、そうした特徴を有する彼の経

済思想と彼の保守的な政治思想との知的関

連を「保守主義の政治経済学」という概念に

よって定式化し、彼と同様にフランス革命を

批判したマルサスが後に展開することにな

る議論を部分的に先取りするものであるこ

とを示した。しかし、経済思想と密接な関係

を有するはずの歴史叙述の分析については、

能力と時間の制約によって断念せざるをえ

ず、同時に、社会科学者としてのバークの全

体像を俯瞰する研究を単独で遂行すること

の困難も実感した。ここに本共同研究プロジ

ェクトを組織する必然的な理由が存する。 

 

２．研究の目的 

 

本プロジェクトの目的は、バークの経済思

想および歴史叙述の特質と意義を解明する

ことを通じて、バークが構想した/し得た社会

科学の全体像をできるだけ包括的に描き出

し、それがヒュームやスミスに比肩しうるよ

うな豊かな内容――(今日で言うところの)哲

学・歴史学・法学・政治学・経済学の総合的

探究――を有している次第を説得的に示す

ことである。 

政治活動において示されたバークの「保

守」の政治哲学・思想について、わが国は岸

本広司『バーク政治思想の展開」(2000)とい

ったすぐれた先行研究を有しているが、岸本

の大著の考察対象は政治に限定されており、

バークの社会科学の全体像に関するスタン

ダードな見解はいまだ提出されていないの

が実状である。 

そこで本プロジェクトでは、専門分野や対

象へのアプローチをそれぞれ異にする 10 名

のバーク研究者による緊密な共同研究を通

じて、個別研究者による単独の努力の限界を

乗り越え、社会科学者バークに関するスタン

ダードな見解を提出したい。また、共同研究

メンバーのインターディシプリナリーな構

成を最大限に活かして、バーク社会科学の今

日的意義をできるだけ広範なパースベクテ

ィブの中で考察したい。 

 

３．研究の方法 

本共同研究プロジェクトは、平成 27 年度

から 29 年度までの 3 年間にわたり、研究代

表者に8名の研究分担者と１名の研究協力者

(高橋和則氏)を加えた合計 10 名の研究者か

ら構成される。10 名は 4つのサブテーマ「経

済思想」「歴史叙述」「国際関係」「国制(憲法)」

のいずれかに分属し、それぞれが他のサブテ

ーマとの関連を強く意識しながら、社会科学

者としてのバークの全体像の解明を目指す。 

1年度目(平成27年度)は研究の遂行に必要

な資料・史料の収集が最大の課題となる。手



許の資料・史料だけでは不十分な場合は、国

内外で必要なものを調達する(海外調査を含

む)。また、国内外の学会・研究会に参加し

て専門家と交流し最新の知見に触れること

で、研究のスコープの明確化を図る。研究代

表者は研究分担者・協力者と密接に連絡をと

り、研究の進捗状況を把握する。 

2 年度目(平成 28 年度)は、 各メンバーは

分担テーマに関して個別に研究を進め、その

成果を国内外の学会・研究会で報告し、討論

を通じて研究の深化に努める。 

3年度目(平成29年度)は本プロジェクトの

完成年度である。各メンバーは国内外の学

会・研究会で報告を行いつつ、得られた知見

を整理して第一次草稿を当該年度の9月を目

途として完成させる。年度末までに研究成果

を書籍として出版する予定で、出版社(昭和

堂)からの内諾もすでに得られている。 

研究の途中経過の報告や草稿の検討を行

うための研究会を、3 年間で 6 回(年 2 回)開

催する予定である。メンバーのスケジュール

の調整がつかず研究会の開催が難しい場合

は、所属学会の大会での個人報告やセッショ

ン企画などで代替する。研究会の記録はホー

ムページ等を通じて一般に公開する。 

 

４．研究成果 

 3年間の共同研究プロジェクトの初年度に

あたる平成27年度は、(1)研究会・学会での研

究報告と活発な議論を通じて、すでに共有さ

れている問題意識をいっそう深化させること、

(2)研究の遂行に必要な資料・史料を収集する

こと、以上の2点に力点が置かれた。 

プロジェクトの2年目にあたる平成28年度

は、メンバー全員が、平成27年度の成果(すで

に共有されている問題意識のいっそうの深化、

研究の遂行に必要な資料・史料の収集)を十分

に踏まえながら、共同研究の成果となる書物

に収録予定の論文の草稿を仕上げることに力

を注いだ。 

プロジェクトの3年目(最終年度)にあたる

平成29年度も、27年度・28年度と同様に、ほ

ぼ当初の計画通りに順調に研究を進めること

ができた。 

 科研費の申請時に出版を約束していたプロ

ジェクトの成果となる書物については、それ

を中澤信彦・桑島秀樹編『バーク読本――〈保

守主義の父〉再考のために――』(昭和堂、2017

年8月)としてまとめ、3年間のプロジェクト期

限内に無事に出版することができた。メンバ

ー10名全員が寄稿(分担執筆)したこの書物は、

「バークの経済思想および歴史叙述の特質と

意義を解明することを通じて、バークが構想

した/し得た社会科学の全体像をできるだけ

包括的に描き出し、それがヒュームやスミス

に比肩しうるような豊かな内容――(今日で

言うところの)哲学・歴史学・法学・政治学・

経済学の総合的探究――を有している次第を

説得的に示す」という本プロジェクトの中心

課題――海外でもほとんど例がないきわめて

野心的な課題――に真正面から挑んでいる。

本書は社会科学者バークに関するスタンダー

ドな見解を提供するものとして今後長く読み

継がれることが強く期待されている。 

 中澤と桑島と佐藤が主として担当した研究

成果の国際発信(英語)についても、出版物(書

籍、国際査読雑誌掲載論文)と国際学会での口

頭発表などの形で業績を残すことができた。 

 3年間で6回(年2回)開催予定だった開催予

定だった本科研費にもとづく研究会(通称「バ

ーク研究会」)は、校務等の関係でメンバーの

スケジュール調整が難航し、残念ながら4回の

開催にとどまったが、それを除けば、ほぼ当

初の研究実施計画通りに共同研究を進めるこ

とができ、研究実績を着実に残すことができ

た。 

バーク研究会ホームページ： 

http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~nakaz

awa/index.htm 
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